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　絹フイブロイソの繊維形態発生機構は螢白猛’控）“機械　　　れない。すなわ「ら前述のように本質的には機械的引張り
　　　（1）
酌変性”　とも称すべき極めて特異な繊iiiit化機構による　　　作用により同一複囲折を示す網ブイプ1＝イソが，かかる

・ものであり，これは湿式紡糸法におけるような化学的分　　　機購i醒1勺な膿異によつて生成される理rhを解明するため，

解作用も凝圃作∫目も必要とせず，乾式紡糸法におけるよ　　　液状絹のp正1，濃慶，溢度および弓i張り作用などの凝固

うな外部からその浩剤を蒸発させる操作も必要とせず，　　　繊維化条件を種々に変化し，生成し湘絹ブイヅPSインの

霞た熔融紡糸におけるような高温から急に冷却すること　　　復屈折から，天然絹糸の凝固繊維化機｛・1孝を椎驚しようと

も必要とせず，単なる機械IFI勺引張り作用のみによつて凝　　　して本．i叢験を行つた。

固繊維化してしまう特異な現銀なのである。　　　　　　　　本爽験を行うにあたり実験材料を多数しかも長期に渡

そのため郁から多くの襯者の注i量け稿ころとな　つて鶴していただいた本轡1脚轍授・欄撒授，
り，その繊維化機構につき色々な推測が行われ・澱近で　　　艮島」り」教授，小平謝而らに深謝するとともに，終始爽験
　　　　　　　　（3）
は大部理論的な取扱もなされるようになつてきた。また　　　に協力し実験試料を調製していただいた越佐輪子氏に厚

一方結晶構造についてもX線的に興味深い報告も多数行　　　く御礼rli　Lげる。なお本研究の瑚1は女部省科学研究黎芒
　　　　　　（4）
なわれ、ている。しかしその本質である“機械的変性”の　　　（呉各1剛σ1究）によることを附記し，当渦に対し1柴謝の

機構は未だ明らかにされていないようである。　　　　　　　意を表します（，

　筆者の一人はさきに熟蚕の体内より摘出した絹糸腺の
液状絹を人為的に伸長繊細ヒしてこれにともなう複屈折　　　　 莫験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
の変化を測定し，このような単なる人工的な機械的繊維　　　　1〕1∫服において明らかにしたように，液状絹の引張り繊

化によつてもほとんど天然絹糸の複職折と岡一’の配列度　　　維化び）第一一条件として伸長倍数が挙げられる。これは分

をもつ凝圃絹（テグス）がえられることを報告した。そ　　　子醍列を楚めるためには，極めて大きな困子であり，繊維

のさい繊維化条件を決定するため稀晶酸浸濃と伸長1音数　　　化条件と配列1斐との関係を知るためには，この伸長倍数

の複瓶折におよぼす影響について調査したのであるが，　　　を規定しないかぎり他因子の影響が分らないと考えて，

伸長倍数の影饗が薩めて大きく，醐酸浸漬の影響は稀薄　　　伸長倍萎虻をある一・定帥長率に規電し，酷酸｝11嬰度，浸澱時

溶液で短時聞浸潰のためかほとんどその影饗は認められ　　　聞および引張り速度などの分子配列におよぼす影饗につ

なかつたoすなわち引張り作用は絹フイブロインの繊維　　　いて実験を行つた。

化機構の本質であることを示している。しかるに酷酸浸　　　　用いた試料ぽ唱和32，3部i三芝1罵鮪1徴11壌「：1　11SX

潰を行わず蛮体内から取り田した巌まの液垣犬絹を繊維化　　　支108，長光x信和の齪1蛋の体内より摘出した絹糸1腺で

するためには，極めて高速度（20cm／sec以」⇒でしかも一一　　あり・各々一～i三の1［ll度の瀦酸に一竃時ll｝1浸演処埋を得つ

定イ中」進倍数（15～20倍）VJ，上に伸長しなければならないo　　　たのち，水洗，　i附蒲した水を濾紙にてのぞき，規定され

しからば実際の蚤児の吐糸繊維化はどうであろうか。111：　　た伸長倍数に一一一，逡の伸長速度をもつて伸長し繊維化させ

糸速度は緩かで伸長倍数もそ牙’Uほど大きいものとも思わ　　　たものである。
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・a・酷酸処理条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵験結果および労察

　本来ならば醐酸処理によつて変化した液状絹のpHを

もつてその変化を示すべきであるが，装概不備のため浸　　　　1　酷酸処壬里条件と配列度

潰すべき灘灘をもつて醐欄のpHの変lb臆雛　　醐喪醐蝶膿低灘区と御嫉殴に分け，低灘
察すること1、した．処勘灘前報と1司様，撒は・．。・　区は…1－・3・・％とし，筒撒邸11％－90％1轍

％より90％に＃、kび，また1鍛ll欄慰分1　】から12・分　ll欄を夫々6・秒として1・ヒIPfiし燃果鰍のようでiil・　Z，）　e

ag　k極めて購蹴えらぶとともに，帳）蝦もま燦　ただし働斐度殴・・倍イ帳したの｝謝し1　欄躯を61｝瞥

1際の吐継1蜥近を1・1，i心に・．・3・m／sec・－4，・・m／secの範　イ帳したのは葡1鍍区では1°倍｛帳が澗鋤旨なため騰

囲を，仲畏倍数は5倍または10倍とし特別な条件のもの　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一脚麟
にあつては適宜の倍率を定めて伸侵した。

　b．　引張り速廣の調節

引張轍囎醐す・ため鰍・・メー・一 @鐘
の一�撫R膿し0・25・m／sec’－4・Ocm／secまで調節で　1塑

きるようにして実験した。談た極めて遅い速度あるいは　　　　区
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両手に持ち，または一端を圃建して親定した倍率に伸長

しこれに要した時間から引張り速度を決鴬する方法であ

る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高

さら・鱒購の・階こついては灘絹の一端　崖

を醗し・他端に臆の撫を1肌てイ帳し，24時闘後　区
の伸長率をもつてその試料の伸長倍数とした。　　　　　　・一ニー
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複鷹折の測建法は前報同様ベツケ法により，繊維軸方
c・酬農の廊撤 @　　　　　　「浸麟1習申械剰配列麓
向の屈榊・“と繊維に餉荊の屈折率・遊緬n，v　低

一…t”・つ・複屈折・し幣斎を・つ・酉搬　崖

f・とした…－n・は遡灘の複騨であり・絢イ　区
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の吸湿状態に対応した僖を用りべきである。したがつて
　（s）

前報による属折率補正法より求めたnγ一n・＝・O．0645を

プロインにっいては乾燥状態で0，068である。本実験に
お、、ては。“＿唄瓢1酬叫囎であるから。，一．一。。もそ　看｝｛1考゜・°1er，CH，COOH，轍し）膿1・°cm／sec

　　　　　　　ta　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　噛　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pmww

用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高

齢にこの方法で求めた絹・イブ・インの酉酬度は　濃

。．82であり，。の陵もつて醐1蝦購とした。　　度
なおこの松で臨靴度のS、？al！を分離することがで　区

灘醐ヒ・ほ劉酉・列度
　IO分
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　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ttア　mt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へりt　tt　’　tt　t　　　　　　　　　　　　w　へ“wu　

きな、、ため，繍紛と非融1分の醐脚鞠値とし　喬1　考45・°％CH・COOH・引張り｝蝦L°cm／sec

て示されていることに注意する必要がある。　　　　　　　　　　以．ヒの結果よりわかるように低濃度における酷酸処理

　また液状絹の濃度の影響のように，本質的にniseの　　　の紬果は極慶の低濃度の場合を除き，短時間浸｝聾量処理に

異る場合には配列度癒用いず・lli・・の侮とn，・1－n↓とに　　　よつてはほとんど配列度に差を生じない。こa》ことは前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E）
より結品性と配列度の日安とした。　　　　　　　　　　　報の結果を再確認したにすぎない。しかるに高濃度区に
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おいては短椿闇処理により著しい変化が認められる。ま　　　れを強いて伸長するときには網目を形成する糸状分子の

た浸漉時闘の影響は｛底濃度区に著しく・高濃度区ではほ　　　短い分子鎖は破壊され，次いで短いものが破壌されるな

とんど関係なくむしろ高濃度長時間浸漬において配列度　　　ど同櫓乏なことが続き遂には完全に破壊されることも考え

の低下を示していることに注閥する必要があろう。　　　　　られる。

　また濃慶と伸畏僻数ゑ主よび配列度との関係を示せば第　　　　2　伸畏遮魔の影響

1図のようである。点線はKratkyの第一変形機構より　　　　伸艮速1斐は従来より吐糸速度と関連し液状絹の凝固繊
　　　　　　　　　（7）
求めた配列度を示す。これは濃厚ゲルの中に棒状粒子が　　　維化の重婆因子と考えられている。しかし伸長連度と吐

浮んだようなモデルである。　　　　　　　　　　　　　　糸速度とは機構的に全く惹味が異つていることに注意し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なければならない。すなわち1止糸にあたつてはiLL糸管内

1，0

配0°8

7／1・．6

㌦4
　　ノ　　　　　　　，　織髄入為的に酬乱謹観とは購であるカ1ら，こ
・・P　」ザ〆　濃灘灘楚驚1脚熈簸
　lx　3　x　5x　7×　9×11×　13×15×　17×　　　　さて吐糸速度に関しては実際の測建から0．4cm／sec～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の圧糸部か，あるいは圧糸部から吐糸口までのわずかの

　　　　　．一．一一祠一一一一｝一一“’　一　　　　　　部分で繊維化す頓）ものと帝えられ，吐糸速度に綜伸長率

　　　　t

　　　　　　　　　　　　｝膿徽　　　　ユ．5、m／，ecll槌と棟ていることから，縄鼓ではこの

　　　as　1図　醐酸処理濃度と酉己列度との関係　　　　　　範囲内と，僅かにこの範囲を出た速度とについて比鮫し

第工図より明らかなように，低漉慶では伸畏率は大き　　次の結果をえた・

いが配列度は伸長の割合に比べて小さく，伸長の最終段

階での伸長率一配列度曲線の立ち上りは急である。そし　　　　＼こ’

て濃度が大となるにしたがつて伸長率一配列腰曲線は．．IL　　　｝“｝
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　“一　　仲選遷慶＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　＿　　　　　　　　　0，25cm／sec

つてきてKratkyの第1変形機構に近ずくことを示し

ている。　　　　　　　　　　　　1・00tt
　以上の事柄は液状網を酷酸液に浸潰することにより，　　　4．00　tl
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　　　　　（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttコ　　　ロ　へ

分初結び目醐加する・す編・ちこのことは液状網の　肚のようlcこの1蝦糊では生成細醐度に｝まほ

緬購電隷接近し講い灘1層に繍われこの細　とん蹉を言忍め祝とができず，さらに広欄の速度に

層漱第磁状絹の醐こひろがつて行くことを灘す　っいて測定し燃果では
る。そしてこれは酷酸濃度，浸演時間に比例すると思わ　　　　　　　　　　　　　1

に向つて発達し伸長し難くなる。上の図では全体的にス

ベリ姓じていることが擬される。　　　　　1°％・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノ
　また稀薄溶液，短時間浸潰ではこの結び目が極めてゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ
るやかに増加するため，仲長も極めて容易であるが，そ　　　　　〃

の伸長はむしろ流動によるもので分子の配向にはなんら　　　　　〃

関係しない。しかしこれも伸長率を極めて大きくすると　　　　　tt

きは糸状分子が平行配列し分子間隔が擾近し結融化しや　　　　　〃

すくなるため，伸長の最終段階ではかえつて配列慶は大　　　　3．0

となり曲線は急激に立つてくる。　　　　　　　　　　　　　　’tt

　また高濃度あるいは長時闇浸漬処理によれば結び目は　　　　　”

れ…の結果液状網はゆるい網購造・輔より内部　濃劇1徽・闘副速度
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著しく増加し網1曇i構造の充分成長した液状絹となり，こ　　　　備考　10倍伸長，＊標準以上の配列度のもの
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　すなわち伸長速度を極度に速くすると分子の配向はそ　　　第3図は荷露速度について仲長蹴一配列度曲線を”7akし

れについてゆけないため結び目の生成も大きい伸長まで　　　たのであるが荷重速度の速いほど伸一便率は火きいが醒i己列

は起らず，また逆にゆつくり伸長すると分子の配向はそ　　　度におよぼす影響は認められない。

れにつれておこり結び目も比較的小さい伸長度で生じ始　　　　3　液状絹のi農度の影響

めることを示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…餐が営繭する場合5齢81覇「1附近でi斐1二糸を始めるがこ

　以上のように液状絹の仲長凝固条fi－1・としての速度依存　　　れより充分若い蚕，すなわち5齢8日βi以前α畷にあっ

性は極めて少く，相当広範囲の速度条件で配向し繊維化　　　ても絶食後所要日数を経過すれば立派に蟷繭することが

する。したがつて液状絹の分子配向条件として伸長速度　　　知られている認1た5齢期より前，すなわち購化当時の蟻

の影響をそれほど考慮する必要はないように考えられ　　　蟹より1齢2齢等々の就眠n寺において吐糸することもよ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く知られた事実である。このように熟通i以前の濃度α）低

　また伸長荷重の分子配向におよぼす影饗については第　　　いと考えられる頃より液⊇i犬絹は繊維化するのであるが，

2図のように荷重一伸長曲線には差があつても醜列度に　　　かかる繊維化条件と複屈折との関係より分子配尚挫を知

は全く輔係である・すなわちII”li己列度はイ帳率によつて　ることは卿構い問題であり，綴の繊維化機構・・醸

決定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な乎がかりもえられるものと考えて次の実験を行つた。

　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先ず5齢期4口日より8111目に翌為擾の体内より絹搬
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1，5554

1．555二

1．553s

　0．8

配
llj　・，6

↑。、

0．2

備考　風干試料，65％RHにて測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この表から明らかなように5齢期の発育日数に比例し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て複屈折および平均屈折率ni・。は大きくなり，配列度

　　ジ゜　　　　　も繍生（・・seより推楚して）も阯する・とが分る。

毛　　　鋤糠包　鍵繍灘鷺。灘灘禁灘饗藷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべきであろう⑪このように正規の熟蟹による凝圃細と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶食蚤による凝固絹の複屈折がほとんど同じであること

35　7幽91端5　は，ある一定獺に至つて’xlkbbて吐継れることを示し，
　　　　　　　伸長倍数　　，　　　　　　吐糸直前には液状絹の濃度が各品種を閥わずほとんど同

第3図　荷重速度の配列度におよぼす影響　　　　　程度の濃度に達することを意味するのではなかろうか。
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犠開始ととも剛渡の低下すること醐告されている　なつたところで舗に綿化してくる。勲翻幾度慰

が・伸提率と吐出量との関係からたえず一定配列度を保　　　のものを伸長するときは，例え短時間処理であつても，

つように吐糸伸長が行われるようにも推定される。しか　　　液状絹の表面に凝固層が生威し，小さな伸長度で仲侵不

しこのことは複屈折から見た場合であってこれ以一ピ立入　　　能となり内部には未配列の部分をのこしたま窪凝圃繊維

つた推定は危険であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　化する。　（このことは稀酸による場合にも認められるた

　次に天然に吐糸された就眠時および上族時期別の絹フ　　　め，スキンと＝アP・の成因と断定することはできない），

イ謝インの複騎について醗した駈裸は次のようで　したがつ℃i，ll，kEi＃処理によつても引張りイ帳管こよつても分

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子の紬び目をつくることには変りがないが，その配向の

試　　料

毛　寮

1　齢

2　齢

3　齢

4　齢

5齢3日目
5歯令4日同

5齢5日同
5歯令6日目

5it’冷7日回

5薩冷81；：1目

再生絹糸

nlf－nL

0．017

0．032

0，036

0．0367

0．036，

0．042s

O。049

0．0497

0．052s

O，0515

0，052

0，045

niao

1，5415

1．5437

1，544s

1．5459

1。5467

1．5551

1．5583

1．559

1，560

1，5597

1．5608

1，555

仕方が全く異つてくることに油慧しなければならない。

備　考　　また液状絹の搬1こついて畷児の生侵に応じた繍套

輔糸　　　となる．しかし5齢8【1目蝋に紳て鞭させ数。を
　”
　　　　　　　　　　　経過して吐糸する場合の液状絹は正親薯ll’蚤（5齢8i・1目）
　　ノ

　“　　　　の濃度とほとんど同じ濃慶である。すなわち寮の吐糸開

　〃　　　　　　　　　始漉慶は品禰によらずほぼ一定していることが推窟され

塩類処理某社製品　　　るo

塾　糸　　　　　　　化機構を示し，4齢叡では當繭を凹的とせず配列慶も結

足場糸（脱皮）　　　　品性も低く蕪た少鍬の絹物慣をILI：糸するにすぎないが，

　’！　　　　　　　　　　5齢期に入つては3日口頃より休内の液状細の濃度は急

　’ノ　　　　　　　　　激に高くなり81：1目に盃つて最高濃度となり吐糸を開始

　’1　　　　　　　　する。8i”iM以後の液状細も入為的に酷酸処瑚1を行ゾ）て

絶蝕糸　　　繊維化す6cともできるが，柵隅配1’　禍低いも。、

　　　…一…　　　　　　　　　　m－w－L’mp　　　　－一　　　　また人為的な伸長遮度と吐糸｝塞慶とは全く意味が異る

　この表から明らかなように1齢より4齢期まではns　　ことに注意する必要がある吐糸速度は伸長1吏度と伸畏率

一n＝およびni・。はほとんど変化なく5齢期に至って始　　　とが分離できず，人為的な仲長速度は伸侵潔を規定して

めて急激な向上を示し5齢4日目以降はほとんど変化は　　　計算することができる。しかるに複屈折は伸鎚率の函数

ない。このことは前述の絶食蚕凝圃絹の配列度と正規蚕　　　であるため人為的な牽引速度には無関係でも，吐糸速度

凝固絹の配列慶とがほとんど同一であるという結果を立　　　とは関係があることは容易に＃ESiiされる。

証するものであり・また5齢期を境にその箭後で全く異　　　　さて実際の吐糸伸畏の繊維化機構と比較すると，先ず

つた複屈折を示すことも興味深い問題ということができ　　　機構的な大きな差異は液状絹は叢休内において絹糸腺内

よう。　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　を移動して前部糸腺に達し吐糸管を経て繊維化するのに

　さて以上のように温度を一定と考えて液状絹の酷酸処　　　対し，人為的には中部糸腺の君契状絹をそのまま繊維化す

理条件（液状絹のpHの影響），伸長速度，液状絹の濃慶　　　ることである。そのため中部糸腺前区より前部糸腺に移

等にっいて配列度との関係を調査してきたのであるが，　　　動するには次第に細い管となり前部糸腺より吐糸管if付近

ここでこの結果を総括して天然絹糸の繊維化機構と比較　　　では極めて細い管の中を流動することになる。そのため

してみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この細管申の液状絹のセン断応力は壁の近くで極めて大

　先ず液状絹を酷酸によつて浸潰処理することは液状絹　　　きいことが流動学的にも雛定される。それに比較して申

の表面より内部に向つて分子の結び目の増加することを　　　部糸腺中区の液状絹のセン断応力は前部糸腺のそれと比

示し，酪酸濃度の高いとき（pHの小さいとき）は結び　　べてはるかに小さい。そのため人為的に稀醐酸液に浸潰

目のでき方が急激に，そして濃度の低いときは極めてゆ　　　し液状絹の衷面にある程度の分子の結び目を作つてやら

つくりと増加する。そのため低濃度の酷酸処理の液状絹　　　なければならない。そして伸長倍数も大きくして充分結

を極めて速い速度で伸長するときは分子の結び目が充分　　　晶化を助長するよう緩和時闇も大きくしてはじめて天然

に生長していないため配向がこれにともなわず流動を生　　　絹糸の配列度と同じ程慶に繊維化させることができる。

じ充分大きな伸長ののち糸状分子の接含する確率が高く　　吐糸の場合には前部糸腺のセン断応力は相当大きいもの



82　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部研究報告　第8丹

と考えられるから，この部分では凝囲しない程度のpH　　　　　　　　　　　摘　　　　　 要

製島欝謎膿蕪糊1鰍12　液状糊繍・繍・して液榊・pH，　i・；IUSi－，

。の継を確かめるた蠣繭、11の熟魏・。燃酸中に2　温幽・よび腋速膿えらび心㌔ら紛子醐と醐
劇灘し掻体内の？li，、1）t、li・，f．1を効耀1させたの棚置h　勲光学㈱己列腰もつて河砺繊一魎鮒のもと

して複屈搬1醗し燃果は｝欠のようで泌。　　　でつぎの糊乏をえた・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　液状絹にたいする醐酸処理濃度を低濃度と高濃度

区　　　　　　別　　　　　　ll〃－n± 醗mm　に分けて分子醐との関鴎鮫した細亀，剛渡区に
…一’一’－tttt’一’一 @　　おいて著しい配列鷹の増加を示す。また浸演時間の酉己列
0・300 @　嵐におよぼす1灘襲は低灘におV・曙しい．こα・ことは

0・060　　　　液状絹のPHが等懸点附近にあるときにうける引張り

O．　030　　　　　　は，配列に関し非常に効果的であることを示す。

O，　Ol　Jr　　　　　2液状絹の配列度におよぼす伸紺蒸臓刎il多響は比較

的少く，相当広籐囲の｝衷度条件で繊維化し高い配列性を

　また吐糸管を経ずして繊維化が可能であるか否かを調　　　示す。しかしあまり速すぎても遅すぎても配列度は低下

べるため，前部糸腺の最尖端力・ら液状絹を入為的に引き　　し繊維化隈界速度のあることを示す。

出して作つた凝圃細の最初の部分1よ天然絹糸の複圃折と　　　　3　液状絹の濃度の影響は5齢期の発育口数に比例し

全く圃一であり上述の推矩のjEしいことが葺正明される。　　　て複翻折および平均屈折率は大きくなる。しかし鴬繭晦

同様嫌柄麟廉なって祉言正されている。　　　において剛搬と絶餓の液1欄の灘三に瞬がなく

　このようにして吐糸管に達した液状絹は圧糸部をld4た　　　なる。すなわち繊維化にあたつて最適の濃臓条件のある

瞬間に極めて僅かの伸長で凝固繊維化するものと考えら　　　ことを示す。

れ，この開係を模式的に示せば第4図のようになる。　　　以上より液状絹の凝固繊維化はこらる…鷹灘度に達した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液状絹がrl‘部糸腺薗区より前部糸腺に入るにおよび急に
　　feヱ，0

配O・　8

itJ　o．・

↑・…，

　0，2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．一．　　　細い管を通過するためセン断応力は増加しこのため分子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭糸　　　配向は次第に良好となり，吐糸管附近において最大のセ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ断力をうけてわずかな伸長率で配列度隈界鎮に遡して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊維化することを示しているo
．　　　　　　　　　　　　　　　絹IE　吐

　　　　　　　　　液　状　論舌　　　　　　　文　　　献

　　　　榊騨卜州簡糸腺「ご騨二撚　1懲欝畿騰1灘1、，

　　　　第4図絹糸腺各区の配列度　　　　　　　　　　乎塚英害：蚕試報1（3）

　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻原　　学尚7禽：　臼蟹需志　96（8）　171（t旺｛11）

したがつて前報において述べたよう1醐層部1捌にも　3）剛、天．近娚明、・・懲の構造・刊i会284（・957）

樋別にも複彫の殺の言忍められなかつた舳もここ　　佐藤良泰、畷帖1脳聯絵（、955）

にあると擬される・すなわち働｛F　騨で醐鰍界　4）潮、疎、蚕試報1。，44・，475（・94・）

働確するものと考えられ，灘絹の濯織嚇営鵬　　0．K。AT。。、F。，ady　S。，．　Discussi。。　N。．、、，、7、

には一定となることなどから推定して，品種別，繭層別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1951）
吐継度の差異はあつても・灘化辮トの差異としては　5）石川博，信燃幸艮5，97（・955）

極めて僅漁ものと擦され，糊搬蹉力呈認められ　6）“　、　6，、。4（、656）
なかつたものと肺れる・　　　　　　7）・．Kl。。T、〈Y，N。，。，wiss、8，（、93。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．KRATKY：1くolloid－Z．64，213（1933）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）　P．H．　Hermans：‘‘Physics　and　Chemistry　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cellulo・qe　Fibres”36（1949）
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